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　本誌“論壇”の筆者が、3年間の歳月をかけて、100人の『観光カリ
スマ』を取材つづけ、この出版に至った。
地域を動かし、再生に成功したカリスマの仕掛け人から学ぶ成功の

哲学を紹介。行政トップの観光政策例に始まり、まちづくり・地域お
こしで観光地化の例、旧家・町並みなどの保存・整備例、イベントか
ら祭りまでの例、食と食品による誘客例、観光につながる施設例、そ
してニューツーリズム事例などを、大変興味深い内容に分類。最後
には、「この人が観光カリスマ」と100人の方々を紹介している。
本誌に登場する、宮﨑暢俊氏（九州ツーリズム大学長）、若松進一

氏（人間牧場主）も『観光カリスマ』。

BOOK Information
地域再生の仕掛人 観光カリスマ100選
市原実著 日本文芸社　1,000円（税込）

キラリとしみいる小さなチカラ、集まれば大きなエネルギーに
思いを発するせりふの吹き出しは、きっかけとなるマーク。吹き出しをモチーフに、たくさんの人たちの思いが心にしみわたり
広がるチカラを水滴のイメージで表現しています。大きなエネルギーは、キラリと光る小さなチカラの集まりでもあるのです。


